




ジェットの軸と視線方向のなす角が小さい時
⇒相対論的ドップラービーミングが起こる

・多波長放射が観測される特に活発な活動銀河核(AGN)  
・jetからの放射はシンクロトン放射による連続光
・jetを進行方向から見た場合、相対論的効果によりシンクロ
トン放射が大きく増幅
⇒降着円盤からの連続光や輝線は埋もれてしまう



図の説明
・矢印：flow velocity
・カラースケール(白：high, 青：low)：plasma density field
(密度)
・銀色の管：magnetic lines of force



VLBI(超長基線干渉計:Very Long Baseline Interferometer)
⇒望遠鏡間の距離を直径とする望遠鏡と同じ空間分解能が得
られる





とかげ座BL天体
・291Mpc ← ハッブル定数 H0=72km s-1 Mpc-1 を仮定
・Lorentz factor : Γ=(1-(v/c)2)-1/2





図の説明
明るい２つ目玉
動かない成分：core
動いている成分：knot
横軸：時間
縦軸：coreからの相対角距離
半値幅:0.1mas=0.12pc @ 291Mpc ⇒sub-parsec scaleを
分解可能
・コントア:0.023Jyの2倍毎に引かれている



BL Lac の光度曲線と可視光線の偏光度の時間変化
EVPA : Electric Vector Position Angle：偏光ベクトルの
Position Angle
P : 偏光度
赤枠：1st フレア
青枠：2nd フレア
水枠：前ページのknotがcoreと一致している期間(次ページ参
照)
横軸(左４つ)：約２年間のtime range、横軸(右４つ)：約0.25
年間(3ヶ月間)のtime range(大目盛=18日間)



水色の丸：knotがcoreと一致している期間



理論モデルによる1st フレアの説明
⇒衝撃波が、らせん状の流線に沿って伝播する。→乱流が増
幅され続けている
⇒1stフレア(X線, 可視光線)はACZの出口前で流線が最後の
240°回転をしている間に発生。(EVPA図より)
↑standing shockは常に発生しているが、ACZの相対論的
ビーミングにより、乱流増幅したから
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理論モデルによる2nd flareの発生場所



理論モデルによる2nd flareの説明
⇒2ndフレアは波長7mmのコアにあるConical standing 
shockをknotが横切った時に発生。




